
 
  

保護者向けほけんだより                 平成２０年１１月 

にこにこ      黒田小保健室 

空気が急に冷たくなり、鼻水や咳をして保健室を来室する人が増えてきました。胃腸系の風邪がはや

っているようで、保健室で嘔吐する人も多くみられます。「気持ちが悪い…」と、登校直後に保健室を

訪れる人もいます。体調が悪いまま授業を受けるのはつらいものです。登校前の健康観察をよろしくお

願いします。 
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１１月１０日（月）１年生 

１１日（火）２年生 

１２日（水）３年生 

１３日（木）４年生 

１４日（金）５年生 

１７日（月）６年生 



感想…お母さんは、とっても重い赤ちゃんをおなかにつけ

ながら買い物をしたり、階段を上ったりしてすごいと思い

ました。また、赤ちゃんもとっても狭いところを通って生

まれてきてすごいと思いました。（３年女） 

 

 

～ ３ ・４ 年生で、いのちの学習を実施しました。～ 

 

３年生では、「妊婦体験」「赤ちゃんのお世話体験」「子宮袋を使った出産疑似体験」を行い、家族が

苦労して、自分をここまで大切に育ててもらったことを学び 

ました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

４年生では、二次性徴、月経と射精について学習し 

た後、「未来へつづくいのちのために」と題して、助

産師の姜敏子先生から、出産までの赤ちゃんやお母さ

んの様子、いのちの大切さについて学び、自分は家族

にとってかけがえのない大切な存在だということを

学びました。この授業では、妊娠８ヶ月の妊婦さん、

生後５・６ヶ月の赤ちゃんも登場しました。 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想…赤ちゃんを育てるのは、トイレに行くヒマも、寝る時間もないくらい大変なことなんだ

と思いました。でも、お母さんは、どんなにつらくても赤ちゃんのことを思ってかわいがって

いた話を聞いて、赤ちゃんは宝物のように思いました。おなかの赤ちゃんの心臓の音を聞いて、

小さくてもいのちの重さはいっしょなんだな、ちゃんと生きているんだなあと思いました。私

も大 人になったら 、赤ちゃん をうみたくな りました。 女でよかった と思いました 。                            

（４年女） 

感想…私は、今日の勉強で命はやっぱり

とっても大切だと思いました。よく、お

母さんに怒られて「お母さんなんか大き

らい！」と思ったことがあります。だけ

ど、この勉強で、なんでおかあさんは怒

るのかよくわかりました。 

 あと、赤ちゃんをだっこしてみて、と

ってもあったかくて、かわいくてたまり

ませんでした。    （４年女） 

感想…今日、保健の勉強

をして、一番心に残った

のは、やっぱり二人の赤

ちゃんを実際にだっこ

してみたときです。 

 実際にだっこしてみ

ると予想よりとても重

くかったです。 

（４年男） 

感想…あかちゃんのおせわをしたら、またあかちゃん

がほしくなってきました。（３年男） 


